
平成２９年度旭川市敬老会実施要綱 

 

１ 趣旨 

  多年に渡り本市の発展に寄与された本市在住の高齢者を敬老会に招待し，長寿を祝う 

 とともに併せて敬老精神の高揚を図る。 

 

２ 主催者及び実施主体 

（１）主催 

   旭川市 

   社会福祉法人旭川市社会福祉協議会 

   地区市民委員会又は地区社会福祉協議会 

（２）実施主体 

   地区市民委員会又は地区社会福祉協議会は，事業実施の主体となるものとする。 

   ただし，老人福祉施設等で市が特別に認めた場合は，事業実施の主体となることが 

  できるものとする。 

   また，地区市民委員会，地区社会福祉協議会が実施主体となる場合においては，地 

  域の実情にあわせて当該地区の各町内会に実施させることができる。 

 

３ 実施日及び会場 

  ９月１５日の「老人の日」を中心とした８月・９月の間を原則として，事業実施主体 

 ごとに日時及び会場を定め，敬老会を開催するものとする。 

 

４ 招待対象者 

 年齢７７歳以上の者（平成２９年度中に７７歳になる昭和１６年４月１日以前に生ま

れた者を含む。）を対象者として招待する。なお，招待する地区は，この要綱に基づき

敬老会を実施する老人福祉施設等の入所者を除き，住民基本台帳上の住所に基づくもの

とする。 

 

５ 対象者名簿 

  市は，招待対象者名簿を作成して，実施主体の長に渡すものとする。なお，名簿は敬 

 老会実施に関する用途にのみ使用するものとし，実施主体の長は敬老会終了後速やかに， 

 名簿を市に返還しなければならない。 

 

６ 経費の負担 

  市は，本事業の実施主体が開催する敬老会経費の市負担分として，招待対象者人数で 

 計算した金額（一人につき１，０００円として算定する）を実施主体の長に負担金とし 

 て支出する。ただし，敬老会に関する経費の支出総額から社会福祉法人旭川市社会福祉 

 協議会の負担金額相当額を差し引いた額（以下「実際の支出金額」という。）と，招待 

 対象者人数で計算した市負担金額を比較し，実際の支出金額の方が少ない場合において 

 は，実際の支出金額を市負担金の限度額とする。 

  負担金の使途は，食糧費，謝礼，記念品代等，その他敬老会に関する経費に限るもの 

 とする。 

 

７ 申請手続 

  実施主体の長は，事業実施に当たり実施計画書（様式第１号）及び収支予算書（様式 

 第２号）をあらかじめ市に提出するものとする。市は，敬老会の円滑な実施のため，老 

 人福祉施設等を除き，必要に応じ実施計画書に基づき負担金を概算払することができる 

 ものとする。 



８ 実施報告 

 実施主体の長は，事業完了後，速やかに実施報告書（様式第３号）及び収支決算書（様

式第４号）を市に提出するものとする。 

 

９ 経費の精算 

  実施報告書及び収支決算書により，市が負担する額に増減があった場合は，負担金を 

 追加支給又は返還させるものとする。なお，精算に当たっては，６ 経費の負担に規定 

 する額を市負担金の額の基準とする。 

 

１０ 繰越金の扱いについて 

  本事業については単年度事業であることから基本的に繰越金は想定していないところ 

 であるが，地区等によっては敬老会事業のみの会計を設け，継続的に実施し次年度への 

 繰越金又は前年度からの繰越金が生じているところもある。 

  繰越金については，敬老会に関する経費の支出が市及び社会福祉法人旭川市社会福祉 

 協議会の負担金額の合計を上回っており，地区等の独自財源（地区負担金，寄附金，前 

 年度からの繰越金その他の収入）の範囲内の額である場合に限り認めるものとする。 

 

１１ その他 

  実施主体の長が，市に提出しなければならない書類の提出を度重なる督促にもかかわ 

 らず著しく遅延し，負担金交付事務に支障を及ぼした場合，翌年度以降の市負担金につ 

 いては，概算払を行わないことができるものとする。 

  


